
二、
青
年
隊
は
開
設
以
来
五
年
、

十
名
の
終
了
者
を
出
し
、
海
外
移
住

県
外
入
殖
に
又
中
央
隊
を
経
て
、
高
．

度
な
機
械
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

一
、
所
有
地

新
居
浜
市
泉
川

県
農
村

'・' 

年
隊

身
心
共
に

二

十

五

才

未

の

編
成
と
運
営

隊
員
自
ら
の
手
で
作
っ
た
自
治

，
規
則
に
基
き
、
民
主
的
に
し
か
も

規
律
と
秩
序
の
あ
る
団
体
生
活
を

行
う
。
◎

期

間

四

月

よ

り

一

年

間

四
、
教
育
将
来
有
能
な
る
青
年
技
術
者
又

は
股
村
中
堅
宵
年
と
し
て
の
知
識

並
び
に
技
能
を
修
得
せ
し
め
る
た

地
は
下
層
階
廣
よ
り
中
富
こ
埠
用
し
て
こ
そ
こ
の
使
命
の
達
成
炉

殷
暦
へ
集
中
の
傾
向
を
示
し
、
階
層
二
出
来
、
晨
業
発
展
が
望
め
る
の
で
あ

分
解
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
こ
と
を
一
る
か
ら
侮
年
八
月
一
日
現
在
を
も
っ

県
の
統
計
が
示
し
て
お
る
の
で
あ
る
二
」
実
施
し
て
来
た
農
地
法
第
八
十
四

焚
こ
と
に
山
間
部
に
お
い
て
は
闇
一
条
の
規
定
に
よ
る
殷
地
の
所
有
状
況

小
作
地
、
闇
小
作
料
小
作
地
の
無
断
二
斉
調
査
又
は
殷
家
台
帳
作
成
、
そ

引
上
げ
等
が
多
く
み
ら
れ
、
平
担
部
一
の
枇
を
通
じ
担
導
啓
蒙
に
努
め
て
お

と
く
に
都
市
近
郊
に
は
餌
断
転
用
が
一
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
こ
れ
を
徹
底

多
く
あ
る
や
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ご
0

せ
る
た
め
県
の
行
事
と
し
て
県
の

こ
の
よ
う
な
牒
地
法
迅
反
事
件
の
増
ご
土
催
で
、
来
る
三
月
十
六
日
に
肱
川

加
が
事
実
と
す
れ
ば
、
我
が
国
朕
業
二
四
役
場
及
び
三
月
十
七
日
宇
和
川
事

発
展
の
た
め
由
々
し
い
．
次
第
と
い
わ
一
業
所
の
両
日
股
地
相
談
所
を
開
設
実

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
農
・
施
致
し
ま
す
か
ら
こ
の
機
会
を
利
用

地
法
は
、
股
地
改
革
の
成
果
を
維
持
一
せ
ら
れ
一
般
股
地
の
諸
関
題
に
つ
き

し
、
耕
作
権
を
保
護
し
、
さ
ら
に
小
一
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま

作
料
を
統
制
し
、
ま
た
農
を
創
二
'
°
時
間
は
毎
日
午
前
十
時
よ
り
午

設
す
る
こ
と
を
最
大
の
と
す
る
こ
後
四
時
ま
で
で
す
。

も

の

で

あ

る

厳

正

に

[

日
―
尋

発 行

~ ~ 

肱川町役場広報係
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ゞ
r，ぃゞ ‘- す

四 二、

に
入
り
共
同
生
活

＂
課
外
教
育

諧
習
期
間

四
月
よ
り
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ま
す
。

ヽ

□/ 

をけ体
る得
さ挫県

す殷せの
るの‘
をた中将
め心来
左人に
しの物おを

吻
経
済
係
ま
で
御
問

合
せ
下
さ
い
。

計自

営

一
日
よ
り
農
事

に
於
て
行
わ
れ
、
稲
作
に

対
す
る
究
も
進
め
ら
れ
て
来
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
農

業
改
良
普
及
員
の
す
A

め
ら
れ
る
無

硫
飯
根
の
肥
料
を
取
入
れ
よ
り
合
理

的
な
施
肥
設
計
を
立
て

A

下
さ
い
。

此
れ
に
は
普
及
員
の
方
に
御
相
談
下

さ
れ
ば
施
肥
基
準
に
よ
っ
て
あ
な
た

の
田
に
適
し
た
肥
料
の
量
と
施
肥
の

時
期
を
設
計
し
て
も
ら
い
ま
す
。
其

の
設
計
に
よ
っ
て
配
布
し
ま
し
た
水

稲
肥
料
予
約
甲
込
術
に
氏
名
と
肥
料

の
名
柄
の
下
に
使
用
す
る
数
量
を
記

人
し
て
印
込
ん
で
下
さ
い
。
餞
協
で

は
此
を
取
懃
め
必
要
な
肥
料
を
必

要

最

れ

す

る

事

に

し

た

い

と

考

え

ま

御

協

力

を

お

願

い

致

し

ま

す。

の
一
以
上
で
欠
く
も
の
」
及
び
＇
「
一

も
の
」
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
で

国
民
年
金
法
で
は
一
級
に
該
当
し
な

ー
ル
関
接
以
上
で
欠
く
も
の
」
は
身

級
と
さ
れ
て
い
る
が
国
民
年
金
法
で

三
九

（
建
設
機
械
技
術
者
）
ニ
八
ニ
四

共
県県脈ブり
内外追ラ
人労ジ
”殖務）レ
者者移
住

五
四
名一

一
三

水
稲
肥
料
予
約

甲

み

冗

付

い

て

を
得
、
作
業
技
術
習

得
、
心
身
鍛
練
の
た
め
月
二
十
二

日
位
集
団
で
公
共
事
業
に
従
事
す

る。．

六

自

活

態

勢

隊
員
の
生
活
費
は
、
す
べ
て
労

で
賄
い
若
干
の
余
裕
が
あ
る
。

の
自
立
状
況
は
次
の
通

三
月
下
旬

入
所
四
月
一
日

◎
祥
細
は
役
楊
経
済
係
へ
御

下
さ
い
。

せ

八 七
r 

ノ‘
月

約

二

千

五

百

円

自

弁

申
込
み
月
十
日
ま
で

で

国

民

受

給

該

当

者

は

概

ね

次

表

の

の
終
つ
て
い
な
い
方
今
直
ぐ
役
場
へ
届
け
て
下
さ
い
。

尚
不
信
の
・
は
辿
慮
な
く
係
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

で
す
。

国

民

金

法

紀

よ

る

障

害

級

と

身

体

障

u

福

祉

法

紀

よ

る

等

級

と

の

関

係

侭

つ

い

て
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．． 

一
六
日

ニ
四
日

二
五
日

（
三
カ
所
長
浜
、

近
永
乳
児
園
）9

.
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槻計女男
帯

名
荷
谷

山
稿
坂

宇
和
川
9
E
 

石＇

宇
和
川

ーヽ'

中
居
谷

山
烏
坂

名
荷
谷人

一七三三
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凸六六九
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七丘五． O
人人人口
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点
i

,
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大
洲
養
老
院

i`

感
染
を
避
け
る
た
め
に
家
族
が
怪
冒

ド

ー

．

評

議

員

会

ー

一

に

か

か

っ

た

ら

絶

対

に

赤

ち

ゃ

ん

に

一

，

ー

中

3
 

二

九

日

下

鹿

野

川

常

会

有

り

一

～

近

寄

ら

な

い

よ

う

に

し

、

第

二

に

は

―

―

日

i
 

[
―
―

-
0
日

上

鹿

野

川

常

会

有

り

‘

r
 

'

-

―

 

一

ふ

だ

ん

か

ら

免

疫

力

を

強

く

し

て

お

、

い

で

5
値
月

0

．

一

月

ー

}

0

二

月

一

感

冒

は

赤

ち

ゃ

ん

―

渡

2

•
一
い
て
、
病
原
体
が
入
っ
て
き
て
も
す

i

―

一

日

肱

川

町

技

術

者

協

会

総

―

一

日

二

月

係

長

会

開

く

一

一

の

命

と

り

一

ぐ

こ

れ

を

む

か

え

う

つ

よ

う

に

備

え

一

当

逍

尺

寸

二

日

中

学

校

増

築

陳

情

の

た

―

―

一

て

お

く

こ

と

が

大

切

で

す

。

こ

の

免

一

叶

-

会

開

催

一

・

中

学

校

統

合

モ

デ

ル

地

｛

．

め

宇

和

川

中

学

校

P
T
]

目

一

場

川

足

肱

区
視
察
中
野
分
会
部
~
A

代
表
等
来
庁
[
感
冒
は
赤
ち
や
ん
の
病
気
の
王
で
―
疫
ヵ
は
育
て
方
に
よr
二
J
は
か
な
り
｝

.
o

栄
癖
[

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

゜ヽ

ヽ
~

喜

、

婦

人

会

・

[

=

―

日

た

ば

こ

組

合

会

合

、

'

{

す

。

世

の

中

に

感

冒

が

な

け

れ

ば

赤

一

強

く

に
注
意
し
、
ピ
タ
ミ
ン
に
気
を
つ
け
―

ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
に
し
あ
わ
せ
か
わ

ル
プ
汚
水
関
係
の
話
し
一

―
二
日
校
艮
及
び
教
育
委
員
会
一

;
～
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
は
大
人
と
一
日
光
浴
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
を
行
い
、
一

閲

<

i

合

い

有

り

｀

一

っ

一
違
っ
て
免
疫
力
が
弱
い
の
で
、
感
冒
｝
と
い
う
よ
う
に
育
児
の
ロ
ツ
を
し
一

―
―
―
―
日
一
九
六

0
年

世

界

農

林

一

四

日

青

年

団

役

員

会

）

0
-

業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
会
一
『
六
日
鹿
野
川
幼
稚
園
に
関
す
一
は
す
ぐ
奥
に
入
っ
て
い
っ
て
気
管
支
一
か
り
実
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
i

-
8
a
1
0
3
1
 

｝
赤
ち
ゃ
ん
体
操
は
各
地
区
別
に
実
施
[

生

ム

開

く

｝

る

協

議

会

開

催

一

炎

や

肺

炎

を

起

し

ま

す

。

そ

れ

だ

け

＂

一

ー

ノ

谷

新

小

や

ぷ

に

て

農

研

同

志

[

八

日

文

化

委

貝

会

開

催

、

帝

―

で

な

v峨
i

冒
ば
ま
た
冑
腸
を
弱

vし
一
し
て
ぉ
り
ま
す
母
相
談
日
に
御
指
導
[

.
‘
い
い
わ
甘
汀
甘
廿
げ
行
甘
且
社
注
．
．
．
ハ
社
：
．
．
．
．
げ
且
稔
甘
各
甘
移
甘
且
甘
甘
甘
甘
．
ペ
~
ー
蘭

消
化
不
良
症
を
起
七
ま
す
。
感
冒
一
致
し
ま
す
。

:
.
,
1

・
9
,

．

'
•
J
9
i
9

...• 

,．‘,．,: ．．
 
f
t
,
'
,

．‘, ．．
 
ヤヽ・い、

国
人
絹
従
業
員
採
用
試
，
一
て

・

会

総

会

を

行

う

,
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。
川
森
林
粗
合
監
査
有
九
日

□〗
〗
分
長
会
行
う
{
<
〗
口
〗

0`
□〗
〗□[
い
二
百
日
咳
予
防

□ィ
―
/

ヘ

ジ

フ

テ

リ

ア

へ
一

0
日

特

別

委

員

会

開

く

に

と

っ

て

感

冒

は

死

を

意

味

す

る

と

―

ン

？

―

｝

一

丘

日

成

人

式

、
（
ー

t
¥
!
V
I
!
f

一
六
日
ダ
ム
竣
工
式
挙
行

i

歳

末

た

す

け

あ

い

も

い

え

ま

す

。

大

人

に

と

っ

て

感

胃

―

接

種

侭

つ

い

て

〗
は
そ
れ
ほ
ど
こ
わ
い
病
気
で
は
あ
り
一

帝
国
人
絹
従
業
員
採
用

1

咳
予
防
接
種
完
了
者

運

動

の

、

ま

せ

ん

。

そ

れ

で

何

と

も

思

わ

な

い

一

左

記

日

程

に

よ

り

百

日

咳

、

ジ

フ

一

試
験
あ
り
、
．
，
．

：
ま
ま
に
つ
い
赤
ち
ゃ
ん
に
う
っ
し
て
一
テ
リ
ア
（
溌
合
ワ
ク
チ
ン
）
の
予
防
i

四

料

金初

回

免

疫

―

二

0
円

一

八

日

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

[

状

況

化

っ

ぃ

て

{

：
し
ま
う
こ
と
が
少
く
あ
り
虫
せ
ん
。
一
注
射
を
行
い
ま
す
か
ら
該
当
者
は
必
i

四
[
)
円

接

種

正

山

小

学

校

、

[

追
加
免
疫

、
あ
る
お
父
さ
ん
が
職
場
で
の
ど
が
i

ず
受
け
て
下
さ
い
。

一

i

町
民
各
皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
f

宇
和
川
中
学
校

一

、

初

会

免

疫

該

当

者

[

-

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
；
J

御
同
情
に
よ
っ
て
左
の
通
り
の
多
痛
く
頭
も
重
く
な
り
ま
し
た
が
、
帰
一

一
九
日

昭

和

三

十

四

年

五

月

一

日

か

一

三

月

母

子

相

談

一

、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
[

、/

接
種
岩
谷
地
区
、
鹿
額
の
義
捐
金
品
が
集
り
ま
し
た
の
で
こ
毛
し
て
力
士
し
し

{

ら

同

年

十

月

三

十

一

日

間

の

[

一
月
十
八
日
配
分
委
員
会
を
開
き
ま
・
見
た
と
た
ん
に
気
分
の
わ
る
い
の
も
}

-

二

日

中

津

地

区

野
川
地
区

二
0
日

町

常

会

を

開

く

し

て

早

速

町

内

の

生

活

困

難

者

等

に

」

心

れ

て

し

ま

い

思

わ

ず

抱

き

あ

げ

て

出

生

者

二
、
昨
年
実
施
の
折
三
回
接
種
し
i

七

日

岩

谷

地

区

た
。
こ
こ
に
発
表
い
た
し
頬
ず
り
し
ま
し
た
。
ぉ
父
さ
ん
ば
早
一

一

八

日

鹿

野

川

地

区

中
野
地
区
改
田
起
工
式
届
け
ま
し

玉

す

と

共

に

御

厚

情

に

対

し

深

謝

い

～

め

に

休

ん

で

翌

朝

元

気

に

出

勤

し

ま

、

て

い

な

い

者

―

一

日

大

谷

地

区

二
」
日
し
，
椋
林
組
合
総
会

し
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
熱
を
出
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